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はじめに

我々は岩手県における高等学校家庭科の戦後史を，つぎのような面から取り上げ調査し考察

してきた。それは，学科の変遷（第1報）1）であり，教育課程の変遷（第2報）2）である。

本報文では，それ等の成立条件ともなり，時には規制条件ともなるであろう施設・設備，家

庭科担当教員及び現職教育の変遷を取り上げることとする。

まず，施設・設備については，産業教育振興法（以下産振法と略述）の制定（昭和26年6月11日）

を契機としての変遷を中心にして，国の基準に対する現有率の動きを追ってみる。国庫補助に

よる政策が県段階の施策と呼応しながら教育現場に与えた影響力に着目する。

担当教員の変遷については，昭和28年，35年，41年，47年の各年度における学校ごとの

配置状況を調査し，在籍女生徒数との関係や履修単位数との関係，更に年齢構成の実態も明ら

かにし，現状と問題を考察する。

現職教育の変遷については，教員の自己研修を援助する組織と機関－自主的研究団体として

の岩手県高等学校家庭科教育協会，県教育委員会の外郭団体としての産業教育振興会，全国高

等学校家庭部会等一について実績を明らかにする。昭和38年度岩手県立教育センター設置を

境としての動向にも着目する。

Ⅰ.施設.設備

1.産振法制定までのあらまし

終戦直後の実態は，市部所在の歴史の古い旧制の中学校や高等女学校であったところは比較

的充実しており，普通課程では盛岡高等学校（現在の盛岡第一，盛岡第二，盛岡商業），実業課程のう

ちでは柏高等学校（現在の盛岡農業）や和賀高等学校（現在の黒沢尻工業），盛岡高等学校加賀野校舎

（現在の盛岡商業），三陸高等学校（現在の宮古水産）等である3）。これに対して全日制課程の新設校

及び定時制の高等学校（独立校，分校）は殆どみるべき内容設備がなく，授業運営にも支障を来

たしていたもようである。これに対して県としても何とか手を打たなければならなかったが，

災害復旧，6・3建築等緊急問題の山積する中で，ビデこも具体的な施策が講ぜられなかったよ

＊岩手大学教育学部
＊＊郡山女子大学
＊＊＊岩手県立盛岡短期大学
1）岩手大学教育学部研究年報第37巻（1977）
2）岩手大学教育学部研究年報第38巻（1978）
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うである。昭和24年6月30日現在の調査で県立高校生徒1人当たりの施設面積は7．4m2，私  

立のそれは6．Om2であった3）。   

ここで特筆すべきは文部省の拾定によるホーム・プロジェクト実験学校の実態についてであ  

る。既報2）において記述したように，昭和23年11月に文部省拒定校（2年間）となった県立盛  

岡高等学校白梅校舎（現在の盛岡第二高等学校）に対して，指定に伴う施設経費として県では第1  

年度に135，000円，第2年度にほ218，500円を支給している。そうしておもにユニットキッチ  

ン（unit kitchin）の費用に充当されている。当時このユニットキッチンなるものをどのように受  

け止めたかについてほ，図ト1および2によって知ることができる4）。この図にはつぎのよう  

な，たて書きの説明書が記されている。  

ユニットキッチン説明書 岩手県立盛岡高等学校白梅校舎。  

設置目標‥‥様式の異なる二つの台所を計画し，学校における実習を通じて家庭生活の改善に役立た   

せることを目標とした。計画にあたって特に研究した点。  

（様式その1）  

1．衛生方面   

1）清潔；床⑩および流し⑥をタイル張とし，水分のあるものをそこに集めるようにした。 また流し   

および水切台⑤のくふうをした。  

2）採光；克と南に光線をとった。明るい色彩をとり入れた。  

3）臭気・熱気抜；コンロ台の上に簡単な臭気・熱気抜を設けた。⑪   

4）調理台⑧の下の扇形に開く引出しは取りはずしてそうじができるようにした。   

2．機能方面   

1）作業線の短縮；備品の配置に注意した。  

2）作業面の高き；作業面の高きは床上85cmとし，現在生徒の平均身長者の臍高から3cm下とし   

た。流し・調理台・コンロ台の高さを平らにした。  

3）労力の節約；いすの高さは普通のいすよりずっと高めにした。（床上57cm）立っている姿勢と余   

り変りなく，しかも楽な姿勢で仕事ができるように考えた。立った場合に足のはいる余地をじゅうぷん   

とった。つり戸棚を設けることによって比較的狭い場所の空間を利用してその下にある台をじゅうぶん   

広く使用しうるようにした。配膳台は車付とし食卓の側まで運べるようにし，なお食卓の狭い時は広く   

使えるようにした。   

3．美的方面   

1）色彩の調和；塗料の色彩・光沢という点に注意した。  

2）郷土色；食卓およびすかし棚・配膳台はこの地方で生産きれる漆を使用した。  

3）すかし棚；食器・花びん等をあしらって台所の装飾にする。隣室との軽い仕切とする。  

4）ガラス入つり戸棚；くだものその他を入れて重の装飾を兼ねる。   

4．その他  

（様式その2）   

1．衛生方面   

1）清潔；流しには銅板を張った。  

2）採光；出窓にして光線を取り入れた。   

2．機能方面   

1）流しの構造＝流しの横にまな板様の台をとりつけて調理台とし，取りはずして洗うことができる   

ようにした。  

2）能率的な薪レンジの使用  

3）食器戸棚の構造；中間を利用して配膳台に使用する。下部に米びつ用の箱を取り出せるように設  

3）岩手県教育年報 昭和24年度版  
4）家庭科ホpム・プロジェクトの手びき 文部省pp．162～163・説明書は同書pp．164T166・   
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偏した。（そうじ可能）  

4）床下を利用して食品貯蔵に備えた。（周囲はコンクリート壁にした。）  

このユニットキッチン2セットの設計から施工までの一切は，県立工業拒導所に委託したも  

のである。当時としてほ関係者からの評価が高く，文部省の手びき書4）に掲載された為もあっ  

て見学者は引きも切らず訪れた。然し，アメリカで言うところのユニットキッチンとはおよそ  

かけ離れた認識で把えられており，床面を一段と高くしてあたかも舞台装置のようにつくられ  

ていたため，実際面では種々問題が生じた。昭和32年度の改装工事（2度目の研究指定校）の際  

には様式1のみ残して他ほ除去され，新たに基本型3つ（直列・平行・L型）を設備した。昭和  

24年11月10日に行われた研究発表会の手引5）から，当時の施設の概要を記せばつぎのとお  

りである。  

1．割烹室改造工事  21坪  2．食品庫  4坪  

3．家事室  26坪  4．物干場  25坪   

これを新基準偶等学校普通科等家庭科教育施設・設備基準；昭52．6．25文初職第289号）に照合しても，  

また，表ト3の現有面積と比較しても引けをとらない広さを有していたことがわかる。  

2．産振法制定後の施設・設備   

昭和26年6月11日法律第218号をもって制定された産業教育振興法（V。Cati。nalEd。Cati。n  

Promotionlaw）の第2条に「（家庭科教育を含む）。」と規定され，家庭科も国庫補助の対象とな  

ったことは，家庭科教育史上特筆大書すべきことである。そのころ文部省事務官であられた故  

山本キク氏ほ，昭和31年4月号の家庭科教育（家政教育社発行の月刊誌）に，つぎのような一文を  

寄せている。  

この法律制定の基礎工事は昭和25年秋から26年1月にかけてなきれ，ちょうど筆者がアメリカ視察   

の留守中であったが，ゴール寸前に帰朝した。そうしてこの中に家庭科を包含することに難色が見えた   

が，熱心な岩崎校長，長安校長その他の方々，稲葉ナミ氏仙波千代氏その他家庭科の先生方の努力奔   

走により，かろうじてゴールインしたものである。  

表ト1産振補助金の経過  

（年度）  2  7 28 29 30 3132 33 34 35 36 37 38 39 40 4142 43 44 45   

一般設備雫  q  

一般施設費  

設備更新費  

普通科等家庭科  
（1）設備牒  家  ＋  ＋   

（2）施設費  

註）1・普通科等家庭科（1）設備費の「家」は普通科の家庭科，「＋商」は商業科の家庭科，「その他」は，  
農業・エ業等の家庭科が対象となった時点を意味する。   

2．0印は基準改正時点を示す。  

5）岩手県教育委員会・岩手県立盛岡高等学校白梅校舎「高等学校家庭科ホーム・プロジェクト研究発表会  
の手引」（昭和24年11月10日）   
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当時本県における家庭に関する学科の設置状況は既報6）に記したとおり私立3校に設置され  

ているだけで公立高校にほ皆無である。農業高校には農村家庭科（現在の生活科）が2校に新設  

rs．25．4．1．）されている。   

つぎに産振法に基づく国庫補助金についての経過を示すと表ト1の通りである。  

一般設備費；産振法施行令に定められている高等学校における産業教育のための実験実習施設・設備   

基準に掲げられている設備を整備するための経費で，昭和27年度産振法補助金発足当初から昭和32年   

度までの6ケ年間続けて計上きれ，33年度から38年産までは打ち切られ，また新基準のもとで39年   

度から整備計画が進められてきた。   

一般施設費；一般設備費と同様基準に掲げられている施設を整備する為の経費で昭和29年度から現   

在まで引き続き計上きれている。   

設備更新費；実験実習用設備の更新を図るための経費で昭和35年度から引き続き計上きれている。   

年度を区切って対象となる備品の調査をし，年次計画で更新きれる。   

普通科等家庭科の施設・設備費；設備費については，昭和35年10月告示きれ，昭和38年度から実   

施の高等学校学習指導要領一普通科の女子に「家庭一般」4単位必修7L－一に対する裏付け予算とし   

て昭和36年度から，また施設費は，昭和48年度からそれぞれ普通科等に対して補助が行われている。   

（1）施 設   

産振施設についての年次経過を示せは，表ト2のとおりである。昭和29年度から国庫補助  

の適用をうけて職業教育に関する学科を置く高等学校は急速に充実した。特に研究拒定校にな  

った学校を優先したため，昭和28年慶指定の紫波高校に対しては82．5m2の補助があり現有  

率38％から63％に引き上げられた。また昭和30年度措定の水沢農業高校は歴史も古く現有  

面積もその時点で60％に達していたため，亜m2で10％引き上げ70％になっている。続い  

て年次計画で充実が進められ基準改正直前の昭和36年では県平均が59％の現有率である。当  

初昭和27年4月1日調査の47％からみて12％の上昇で年平均1．2％に相当する。   

昭和36年2月23日付で文部大臣から中央産業教育審議会に対して「高等学校における産業  

教育実験・実習施設・設備の基準の改善について」諮問があり，昭和38年10月19日付でそ  

れに対する答申がなされた。諮問の直後に文部省ほ昭和36年4月1日現在の調査を指定統計  

第47号で各都道府県教育委員会に依頼している。当時の調査票によれば，標題ほ「昭和36年  

度産業教育調査（施設設備調査）」となっており，記入要領の冒頭につぎのようにその主旨が  

記載されている。  

この調査は高等学校における実験実習設備の保有状況を把握するとともに，高等学校教育課程の改正   

にともなう設備基準作成の資料とするものです。  

つぎに家庭科関係特別教室の主なものについて昭和47年度と54年度とを対比してみたのが  

表ト3である。昭和54年5月1日調べの実数は県教育委員会事務局財務課保管の台帳図面か  

ら著者が算出したm2数である。また農業や水産高校等で共用している為か調理室という名称  

の教室が見当らず，実際に学校に問い合わせれば「ある」ということで入れた数字もある。こ  

の数値にもとづいて両年次の1校平均の面積を求めてみると被服実習室は96．7m2（昭和47年）  

から106．9m2で10．2m2増。調理実習室は102．9m2から121．3m望で，18．4m2の増となる。  

6）岩手大学教育学部研究年報 第37巻（1977）p．31．  
7）註2）の文献のp．52．   
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表Ⅰ－3 高等学校家庭科一般施設（昭和47年と昭和54年比較）  

51  

註1）左側S．47年債，右側S．54年値   
2）S．47年債は「家庭科教育の現況と誅岸」大森著pp．22～23による。（昭和47．5．1．詞）   
3）S．54年値は県の財務課調べによる。（昭和54．5．1．調）  

4）小数点以下4捨5入   



表Ⅰ－4 産 振 設 備し現有率の変遷）  
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その他としては家庭経営・保育実習室であるが，これを保有している学校は82校中僅か10校  

という実態で，今後の充実が望まれる。また図面に当たって調べている間に特別教室の配置をい  

くつかの型に分けることができることに気付いた。即ち，① 直列型（被服室一準備室椚調理室√  

その他）② 上下塾（1階に調理急2階に被服重，3階その他）③ 両端塾（1階の端に調理室，2階の反  

対の端に被服室）である。①の代表校は花巻農業，岩谷堂，黒沢尻南，山田，千厩等，①の型ほ  

大迫，水沢農業，前沢，胆沢，一関農業，藤沢，広田水産，大船渡農業等で最も多い。⑨の型  

ほ悪い例なので学校名ほあげないが数校において見受けられ改善が望まれる。準備室を2部屋  

保有している学校も数校あり新設校に多く見受けられ進歩のあとがうかがえる。   

（2）設 備   

ア ー般設備；産振法による国庫補助金制度発足の昭和27年度から51年度までの現有率の  

変遷を一覧にしたのが表ト4である。   

昭和27年度当初の国の基準は1691千円で本県の平均現有率は27．9％（昭和27年4月1日県教  

委調査）で，32年慶一且補助が打ち切られた時点での県平均現有率は60．5％となっている。6  

年間の伸び率32．6％で年平均5．5％の上昇を示している。その後昭和39年度からの基準改  

正で6389千円となり亜年度の県平均現有率が，27．4％と下がり，その後10年間で31．9％  

の上昇。年平均約3％の伸びに止まっている。また，昭和51年12月には，理科教育及び産  

業教育審議会の建議「高等学校における産業教育のための実験実習の施設及び設備の基準改訂  

について」を受けて大巾な基準改正が行われ，家庭科の設備基準は前回改正時の3．8倍を大き  

く上回って4．6倍の7，698千円となり，表ト4の昭和51年慶欄のような各校の現有率となっ  

ている。   

イ 普通科等家庭科の設備；産振一般設備が打切られた問を縫って普通課程の家庭科を対象  

にした設備助成が実施されたことは機を得て幸いであった。当時本県でほ高校女子生徒総数の  

約75％が普通課程に学ぶという実態であったから（全国的傾向とも一致），法の適用に対する矛盾  

をつき，全国家庭科教育協会の組織をあげて運動を展開して実現をみたのである。当時の本県  

の実態を裏付ける資料として，県議会に向けて作製した質問予想事項と答弁要旨をつぎに記す。  

質問予想事項…イ家庭科教育の振興について。」  

答弁要旨…・高等学校の家庭科教育については全国的な問題として，女子の職業教育振興の立場から   

その体質改善を取り上げることとなっている。（中略）また普通課程の家庭科は38年度から女子の一般   

教養として「家庭一般」4単位が必修となり，更にその他選択科目を履修きせる学校に対しては設備費   

国庫補助金が交付きれることとなった。昭和36年度は本県に対して8校8）の割当てがあり，1校30万   

円で総額240万円の充実がなきれた。これによって35年度現有率29．5％から35％に引き上げられる。   

なお，この補助金は，37年度9）も今年度と同様国で30，000千円予算化している。  

つぎに基準改正（39年）後の設備充実状況を昭和40，43，47の各年度について示したのが，  

表ト5および6である。表ト6は各年度ごとに全体と本校・分校別に平均値と標準偏差値を求  

めてみた結果である。県ほ教育基本計画10）で基準の70％を整備することを目標にその充実を  

ほかっていると述べているから，その一般設備充実目標に照らしてみると全体で53％，本校ほ  

8）平隠花巻南，高田，黒沢尻南，一関第二，摺沢，大槌，山田の各高校（岩手県教育年報36年度版）  

9）盛岡第二，水沢，花嵐久慈，大迫，岩谷温釜石，福岡が補助の対象になっている。（前掲37年度版）  

10）岩手県教育委員会 教育基本計画，昭和43．3．31発行．p．205．   
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表ト5 一   般  設  備  

54  

4マ富戸l4弓野間戸  頂門訝l4筒戸  学校各  

盛岡第一  

（雫 石）  

（好 摩）  

（一本木）  

盛岡第二  

盛岡第三  

盛岡第四  

杜  陵  

沼宮内  

（葛 巻）  

平  館  

紫  波  

花巻北  

花巻南   

r湯 口）  

大  迫  

東  和  

黒沢尻北  

黒沢尻南  

（口 内）  

（和 賀）  

（川 尻）  

水  沢   

く金ヶ崎）  

（胆 沢）  

前  沢  

（衣 川）  

岩谷堂  

一関第一  

（舞 川）  

一関第二  

花  泉  

大  東  

（輿 田）  

（猿 沢）  

（松 川）  

千 l醍  

藤  沢  

高  田  

（住 田）  

（世田米）  

大船渡  

釜石北  

釜石南  

（唐 丹）  

遠  野  

（宮 守）  

大  槌  

山  田  

宮  古  

（田 老）  

（川 井）  

（刈 屋）  

岩  泉  

（小 本）  

（小 川）  

（田野畑）  

久  慈  

（痙 市）  

（大 野）  

（山 形）   

く野 田）  

軽  米  

福  岡  

（浄法寺）  

（伊保内）  

一   戸  

盛岡市立  

24．9  

61．0  

77．5  

独73．6  

60．7  

73．3  

66．2  

1
 
4
 
3
 
0
 
5
 
2
 
3
 
 

0
 
0
0
 
7
 
6
 
1
 
7
 
5
 
 

8
 
4
 
6
 
7
 
7
 
2
 
2
 
 

注 独は独立校。（）内は分校名。  

表Ⅰ－も 一般設備の集計結果  

40年度  43年度   
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目標値に近い60％，分校は昭和54年度までにかなり整理統合されているので参考にはならな  

いが，47年度時点では僅か33％という実態であった。こゝで注目したいのはSD値で，本校  

で特に顕著な傾向として各校間の格差が縮少する方向で施策が行われて来たことがわかる。   

り その他；特別設備費や設備更新費の項目についても，研究指定校等鋭革努力をして実績  

を上げている学校に対して優先的に国庫補助配分がなされ，研究推進に大いに貢献しているこ  

とがわかる。  

ⅠⅠ．担 当 教 員   

（調査方法）   

今回の調査において困難だった点は，昭和20年代，30年代の家庭科教員名簿が得られない  

ことであった。資料としては「学事関係職員録」岩手教育会館刊を中心にしながら，当時勤務  

していた当該校の教員に電話その他の聞き取り調査を行い，女子教員名簿の中から家庭科教員  

を聞き出す方法をとった。しかし「学事関係職員録」には年度分の学校全部の掲載がなかった  

りなどして不明なところがあり，さらに関係諸方面に問いあわせをして補完につとめたが，そ  

れでも脱落があるやも知れず，研究としては不充分な点があることをまずもっておわびしたい。  

又私立学校においては先に述べた学校毎の記載漏れが多く，調査ほ困難をきわめたので，今回  

の研究からやむを得ず割愛した。   

1・担当教員数と各学校の配置状況   

表Ⅰト1～表ⅠⅠ～411）は公立高等学校の生徒数と教員数を学校毎一覧表にしたものである。こ  

の裏を作成する目的は女子生徒数と女子教員数，その中の家庭科教員数を年代毎に明らかにし，  

その変遷を知ることにあるので女子生徒のみを学科別に構成し，男子生徒ほ一括した。昭和28  

年度，35年度，41年度，47年度，53年度と区分したのは連続して毎年度の資料収集が容易で  

ないので，せめて ①6～7年毎にその変容を知ることと，①教育課程の改訂のあった後の実  

施年度においてどのような変容があるかを知るためである。   

（1）昭和28年度   

昭和23年4月から新制高等学校が発足し，当時12）cIEの強力な指導のもとに高校三原則い  

わゆる－綜合制一男女共学一小学区制－でスタ「一下した岩手県の各高等学校の様子がこの表を  

通して理解することができる。即ち，農業高校，工業高校に普通科や家庭科が設置され，また  

ひとつの学校に普通科，商業科等2つ以上の学科が設置されている。高校進学率ほ男子13）  

亜．7％，女子34．2％と中学校卒業者の半数に満たず，進学者のうち働きながら学ぶ定時制の  

生徒が全体の25．5％（男子29．1％，女子19．4％）を占める等定時制全盛時代であった。特に交通  

不便な地域に点在する分校の果たす役割は大きく各校それぞれ特徴ある運営がなされていた。   

家庭科教員の配置状況は全日制本校においては100％であり（釜石工業は男子のみのため除く）  

11）「教育年報」岩手県教育委員会 昭和  

昭和28，35各年度の家庭科教員数は  

昭和41，47各年度の家庭科教員数は  

昭和53，54各年度の家庭科教員数は  

12）岩手大学教育学部研究年報 第38巻  

13）岩手大学教育学部研究年報 第37巻  

狙35，41，48各年度版をもとに構成。  

「岩手県家事関係職員録」をもとにして作成。  
「岩手県高等学校家庭科教育協会」会長名簿による。  
「岩手県高等学校教育研究会家庭部会」会員名簿による  
（1978）pp．23～24．  

（1977）p．48．   
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表Ⅰト1昭和28年度 生徒数と教員数（1）   
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教員数（本務）  定時制・通信制   全  日  制  

女子生徒数  僅律義  学校名  女子生徒数  

男‡女i計一等露  
普l農l工l商l水一家l計「計  
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表ⅠⅠ－1昭和28年度 生徒数と教員数（2）  

（337）  
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表Ⅰト1昭和28年度 生徒数と教員数（3）  

（338）  

合 計   
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表Ⅰト2 昭和35年度 生徒数と教員数（1）  

59  
（339）  

教員数（本務）  定時制・通信制  全  日  制  

女子生徒数  厘徒豪  学校名  女子生徒数  
女l計l驚  

普㈲工t商弓水岳家【計l計   

盛岡第一  

定時制中心  

（雫 石）  

（好 摩）  

通信教育  

盛岡第二  

杜   陵  

盛岡農業  

定時制農業  

（矢 巾）  

（乙 部）  

盛岡工業  

定時制機械  

盛岡商業  

沼 宮 内  

（葛 巻）  

平   館  

紫   波  

花 巻 北  

花 巻 南  

定時制中心  

（湯 口）  

花巻農業  

（笹 間）  

大   迫  

黒沢尻北  

黒沢尻南  

定時制中心  

（口 内）  

（和 賀）  

（川 尻）  

（沢 内）  

北上農業  

黒沢尻工業  

定時制機械   

〝 電気  

土   沢  

別科家庭科  

水   沢  

（金ヶ崎）  

0 

0 

1 

1 

0 
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表Ⅰト2 昭和35年度 生徒数と教員数（2）  

（340）   60  



（341）  岩手県における高等学校家庭科の戦後史（第3報）  

表ⅠⅠ－2 昭和35年度 生徒数と教員数（3）  

61  
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（342）  清水 房・工藤 澄子・大森 輝  

表Ⅰト3 昭和41年度 生徒数と教員数（1）   

62  

教員数（本務）  全  日  制  定時制・通信制  

女子生徒数   要望吐孟  学校名  女子生徒数  

男l女l計【驚  普極l工i商l水l家l計  

∴・ －－－  

O
 
1
 
0
 
1
 
 

1
 
7
 
7
 
8
 
 

5
 
1
 
1
 
 

1
 
2
 
1
 
2
 
 

0
 
5
 
6
 
6
 
 

5
 
1
 
1
 
 

；≡；ll：；…】1………  

定時制中心  
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紫   波  
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岩手県における高等学校家庭科の戦後史（第3報）  

表IL3 昭和41年度 生徒数と教員数（2）  

63  
（343）  

教員数（本務）  定時制・通信制  全  日  制  

女子生徒数 厘徒豪  学校名  女子生徒数  
男l女l計l驚  

普l農工l商L水l家l計l計  
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64   清水 房・エ藤 澄子・大森  輝  

表ⅠⅠ－3 昭和41年度 生徒数と教員数（3）  

（344）  

全  日  制  教員数（本務）  定時制・通信制  

女子 生徒数  l空也孟  学校名  女子生徒数   

普】農l工l商！  水l家l計l計  

1  

遠   野  

（宮 守）  

遠野農業  

大   槌  

定時制中心  

山   田  

定時制中心  

宮   古  

定時制中心  

（田 老）  

r田老鉱山J  

（刈 鼻）  

川l井）  

宮古商業  

宮古水産  

（船 越）  

岩  泉  

り、本）  

（小 川）  

（田野畑）  

久   慈  

（種 市）  

43   
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軽   米  

福   岡  

定時制中心  

（浄法寺）  

（伊保内）  

福岡工業  
一  一戸  

定時制中心  

盛岡第一通信  

盛岡市立  
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（345）  岩手斯こおける高等学校家庭科の戦後史（第3報）  

表Ⅰト4 昭和47年度 生徒数と教員数（1）  

65  

教員数（本務）  全  日  制  定時制・通信制  

男 子 生徒数  
学校名  女 子 生 徒 数  女子生徒数  

男弓女l計l零雷  
普l農」工】商】水l家‡計 j 計  

22蒜ト  盛岡第一  

（好 摩）   

ト本木）  

盛岡第二  

盛岡第三  

盛岡第四  

杜   陵  

盛岡農業  

盛岡工業  

定時制中心  

盛岡商業  

沼 宮 内  

葛   巻  

平   館  

雫   石  

紫   波  

花 巻 北  

（石鳥谷）  

花 巻 南  

定時制中心  

（湯 口）  

花巻農業  

（笹 間）  
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清水 房・工藤 澄子・大森 輝  

表ⅠⅠ－4 昭和47年度 生徒数と教員数（2）  

66  
（346）  

全  日  制  教員数（本務）  定時制・通信制  

女子生徒数  厘徒嘉  学校名  女子生徒数  
男一女l計贋雷  

普！農【工！商l水l家l計Tま  
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表Ⅰト4 昭和47年度 生徒数と教員数（3）  

67  

4瑚1505f400回2486！439埴676月  11表芸誹547j168j3500189」1666上22897】24980l  

註）1）岩手県教育年報（1968）岩手県教育要員会   

2）学枚一覧 岩手県教育委員会   

3）岩手県学事願係職員録‥岩手県教育会館をもとに，聞取り調査を併用して補充した。  

蓑Ⅰト5 女子系高等学校における男子入学者数  

年 度 t 盛 岡 第 二 一 花 巻 南l黒 沢 尻 南  

岩手県教育年報（1954～1959年）岩手県教育委員会をもとに作成 普通科   
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定時制本分校あわせて86校中60校（黒沢尻工業高校は男子のみのため除く）69．8％の配置状況であ  

る。昭和28年度家庭科教員数は182名で全女子教員に占める割合が68．4％と高く（表Ⅰト5），  

掛こ定時制においてほ77％と高い率を占めている。   

（2）昭和35年度   

戦前女学校だった学校にも新制高等学校発足当初共学制が敷かれ，男子が入学したが，遂に男  

子の入学生がゼロとなったので，昭和34年度入学生より盛岡第二高校が，昭和31年度入学生  

より花巻南高校が，昭和33年度入学生より黒沢尻南高校が再び女子高校となり，普通科女子高  

校が3校となった（表ⅠⅠ－6）。昭和54年虔現在もこの形態は同じである。しかし全体としてほ綜  

合制の形態は続いており，ひとつの学校に2～3の学科が設置されている状態はあまり変らない。  

表Il－b 女子生徒数に対する女子教員数と家庭科教員数の占める割合の推移  

（本務教員）  1．「岩手県教育年報」岩手県教育委員会刊をもとにして作成   

2．家庭科教員数の基礎数字は28年度と35年虔は「岩手県学事関係職員録」岩手教育会館発行   

41年鼠 47年度については，「岩手県高等学校家庭科教育協会」53年度は「岩手県高等学校教育研究会  

家庭部会」の名簿をもとにし，更に聞き取り調査を行って補完した。  

表Il－7 女子生徒数に対する教員数の割合の推移   

家庭科教員の各校配置状況は全日制本校46校中（釜石工業男子のみのため除く）43校で配置率ほ  

93．5％で，定時制は本分校，別科あわせて（男子校5校除く）70校中54校の配置で配置率77．1％  

となっている。家庭科教員数ほ153名で7年前に比べて29名も減っており，生徒数がふえて  

いるのに減少が目立つ。表Ⅰト6，表ⅠⅠ～7に示すとおり全女子生徒数に対する家庭科教員数の  

割合ほ，昭和28年度1．5％（全日制1．摘，定時制3．3％）から，昭和35年慶0．9％（全日制0．7％，  

定時制2．4夕6）と減少が目立つ。   

（3J昭和41年度   

綜合制がくずれかけて普通科系高校と職業高校に分離する傾向のなかで，昭和38年虔から   
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農業高校に設置されていた家政科が生活科に変わり，普通科系高校や水産，商業高校に設置さ  

れていた家政科ほそのまま残った。また働きながら学ぶ定時制生徒の形態にも変化がみられ，  

全日制の増加に比し定時制ほあまりふえない。また昭和38年度から普通科女子において「家  

庭一般」が原則4単位必修と改められ，従来の「家庭一般」7～14単位から大きく後退したこ  

ともあって女子生徒数に対する家庭科教員の割合の減少が目立つようになった。表Ⅰト7に示  

すように昭和28年度女子生徒数に対する家庭科教員の割合が1．5％だったのが，昭和35年  

度0．9％，昭和41年度0．6％と下降の一途をたどっている。全日制本校50校中（工業高校6校  

除く）家庭科教員ほ47校に配置され配置率は94．0％となっている。しかし工業高校にも女子  

が在籍しているのでその6校を加えると配置率は83．9％とさらに低くなる。   

（4）昭和47年度   

高校進学率が岩手県14）において74．9％（男子73．2％，女子76．6％）と女子が男子を上まわるよ  

うになり，また大学進学率も向上して岩手県においてほ男女とも20．5％15）（全国男子30．0％，女  

子28．4％）と女子の進路も多様な傾向がみられるようになった。逆に定時制の生徒数の減少が  

目立ち，全生徒数に対する定時制生徒数の割合ほ8．4％（男子9．1％，女子7．7％）となり昭和28  

年度の25．5％（男子29．1夕6，女子19．2％）からみて大巾な減少である。  

表ⅠⅠ一8 家庭科教員並びに実習助手の年度別構成   

家庭科教員の配置状況は普通系高校においては1～2名に減り，ひとりで2校を兼務する教  

員もあり，女子生徒数に対する家庭科教員の比率はいよいよ減少し（表Ⅰト7）0．6％（全日制0．6％，  

定時制0．9％）となったが逆に女子教員全体としてほ全日制で1．6％と昭和41年虔の1．4％よ  

り増加している。養護教員の配置増の影響かとも思われる。また特殊教育の充実振興により教  

員数も増加しているが表Ⅰト8にみられる如く高等学校家庭部会に所属する家庭科教員数も年  

々増加しており，専門性を生かして特殊教育の拒導，振興に精励しているのがわかる。   

全日制本校における家庭科教員の配置状況は59校中（工業高校7校除く）56校（盛岡第一，盛岡  

第三，黒沢尻北高校不在）で94．9％の配置率となって，配置率は向上したかにみえるが女子生徒  

数に対する家庭科教員数の割合はほさらに減ったのである。全日制本校で1校1人の家庭科教  

14）岩手大学教育学部研究年報（1977）p．賂  
15）「教育のあゆみ」岩手学教育委員会52．2発刊p．飢．   
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員の配置校は24校である。  

乱 数育課程の変遷と家庭科教員数の変遷   

（1）普通科における家庭科履修と教員数   

戦後高等学校における教育課程の変遷は5回にわたって行われ，家庭科も1）「一般家庭」16）  

7・7時代（昭和24年から26年まで）から，2）「家庭一般」4の時代（昭和31年度実施），3）「家庭一  

般」4単位原則必修時代（昭和38年度実施），4）すべての女子に「家庭一般」必修の時代へ（昭和  

48年度実施）と移行していくなかで，普通科における家庭科教員の変遷は大なるものがあった  

（衰ⅠⅠ－9）は盛岡第二，花巻南，黒沢尻南高校の年度別家庭科履修状況と家庭科教員数を表した  

ものであるがこの表によって家庭科履修の形態が複線型から単線型へと移行していくのがよく  

わかる。盛岡第二高校17）の場合，昭和33年ごろより大学，各種学校進学率が高まり，昭和46  

年虔からほ就職者は20％を下り，昭和52年度ほ11％と激減し，逆に進学希望者が増大し，  

昭和52年度においでほ大学，各種学校合格者は100％を越えている（過年度含み，1人2校以上の  

表ⅠⅠ－9 女子系高校における家庭科履修状況と家庭科教員数の推移  

（年度別入学生在学期間）  

1）28～48年度については岩大教育学部研究年報第38巻（1978）p．34－p．39をもとに作成。（全日制普通科）  
2）52年度については，各学校より聞き取り調査。  

3）家庭科教員については，「岩手県学事関係職員録」をもとにして，聞き取り調査を併用して，補完した。  
4）盛岡第二高校の家庭科教員数は，本務教員数より指導主事，研究員等を除いた数である。  

16）岩手大学教育学部研究年報（1978）p．24p．45p．52p．62．  
17）岩手大学教育学部研究年報（1978）pp．51～52．   
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合格をあわせて）。この傾向ほ当然教育課程にも変化がみられ，大学入試向きのコースや，選択科  

目の選択は大学入試に必要な科目を選ぶようになり，家庭科の選択ほなくなり，かろう じて  

「家庭一般」4単位必修がまもられているに過ぎなくなった。当然家庭科教員も全盛時代の3人  

（女子生徒数比1．3％昭和31年度）から，1人（昭和52年度女子生徒数比0．4％）に減少し  

ている。同じく女子高校である花巻南，黒沢尻南高校も大学進学率は高く，花巻南高校18）は  

昭和52年度全日制卒業生230名中大学，各種学校の合格者147名（進学率64％），就職者69名  

（就職率30％）となっており，黒沢尻南高校19）は全日制卒業生273名中大学，各種学校合格者  

195名（進学率71％），就職者71名（就職率26夕6）となっている。 しかし盛岡第二高校と異なり  

家庭科を4～6単位，4～10単位と選択するコースが用意され食物Ⅰ，保育，被服Ⅰの中から選  

択履修している。家庭科教員も複数で昭和52年度花巻南高校の場合，女子生徒数に対する家  

庭科教員数比ほ0．9％，黒沢尻南高校は1．1％である。  

表∬卜10－1昭和41年度 全日制普通科における家庭科目履修単位数と家庭科教員配置状況  

合 計 L 36校13  17 1  7 1  5  岳  2 1  2   

岩手県教育年報（1966）p．178をもとに構成  （本校のみ）   

表ⅠⅠ一1l－2 昭和53年度 全日制普通科における家庭科目履修単位数と家庭科教員配置状況  

合  計l 48 l 3 l 30 】 8  
（本校のみ）  岩大教育学部研究年報第38巻（1978）p．74～p．75をもとに構成   

（表ⅠⅠ－10－1），（表Ⅰト10－2）は昭和41年虔と昭和53年慶の全日制普通科における家庭科履修状  

況と家庭科教員配置の状況である。この12年間を比較してみると昭和48年度から教育課程が  

改訂されてすべての女子に「家庭一般」4単位必修となったことを受けて昭和41年虔の原則4  

18J岩手県立花巻南高等学校 昭和52年虔「学校要覧」pp．11－12．  
19）岩手県立黒沢尻南高等学校指導課「進路の手引」進学編（昭52）pp．3～16同じく就職腐（昭52）pp．  

27～33をもとに作成。   
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単位必修にみられた「家庭一般」2～3単位校は消滅したが依然として家庭科教員不在校が3校  

ずつある。女子生徒数は家庭科教員不在校にもそれぞれ200名以上在籍しており，又家庭科教  

育が目標とする生活への実践化をはかる教育の効果を考えたとき本務教員が不在というのは問  

題である。定時制においてほ懐Ⅰト7）に表されるように女子生徒数に対する家庭科教員数の割  

合が全日制に比べて高く，いわゆるマンツーマン教育に近い形での指導が可能であったが，昭  

和53年慶は定時制女子生徒数689名，家庭科教員数5名（久慈，山形分校，杜陵，一関第一，千厩，  

宮古）のうち2名は非常勤講師叫と激減した。   

（2）家庭に関する学科の変遷と教員数   

以上昭和28年度，35年鼠41年度，47年度と主として全日制普通科並びに定時制における  

家庭科教員数の変遷について述べたが家庭に関する学科については専門学科に見合った教員数  

が確保されておりあまり問題はない。昭和47年度より食物科が調理師養成のための専門学科  

としてスタートするに及んで久慈水産高校と宮古水産高校に男子（調理師）の家庭科教員が1名  

ずつ配置されたのほ大きな変化であった。昭和54年度現在も同じである。又男子生徒叫が食  

物科に入学する数も年々増え，昭和47年度7名でスタートしたものが，昭和53年度は51名の  

在籍となっている。又家庭に関る学科は昭和亜年度までほ2学級募集校は平館と久慈農林水産  

（農林校舎と水産校舎各々1学級）の2校で，その後は平館のみであったが，昭和47年度には宮古  

水産に家政科1学級に加えて食物科が1学級増設（宮古商業家政科募集停止）広田水産が48年度  

より家政科2学級募集，久慈水産が昭和49年度より食物科と家政科それぞれ1学級募集，久  

慈農林が昭和52年慶より家政科2学級募集となり，昭和53年5月現在1，760名（女子1，709名，  

男子51名）22）で9校40学級となっている。家庭に関する学科に配置されている家庭科教員数は  

（沼宮内3，平館6，久慈農林6 実習助手1，久慈水産5 実習助手1，一戸4《うち1名は講偏執紫波4《うち  

1名は理科と兼蘭軌宮古水産5 実習助手1，岩泉3，広田水産6 実習助手1名）である。   

実習助手の増加はめざましいものがある。このきっかけは生活科の出現にあると思われるが，  

農業に関する学科の実習助手の定数の中から生活科に実習助手が配置されるようになり，家庭  

に関する学科でも昭和47年慶ごろから実習助手が広田水産に配置されたのをはじめとして，  

食物科設置に伴って順次人数が増えてきた（表Ⅰト8）。   

家庭科が実験実習を伴う教科であとことから実習助手の手助けが教育効果を高めることは当  

然と言えよう。   

新教育課程が昭和57年度から実施され家庭科ほ「科目に充てる絵授業時間数のうち，原則  

として10分の5以上を実験・実習に充てるものとする」23）と示されていることからして，施  

設・設備の充実と家庭科本務教員の完全配置，実習助手の完全配置等は目標にせまる最低の条  

件であろう。  

8．家庭科教員の年齢構成   

家庭科教員の年齢構成比を昭和誼年度，47年度，53年度と比較してみると昭和28年度の  

場合は戦前及び戦中の教育制度であった専門学校卒や，戦後の新制大学における短大卒の教員  

20）「学校一覧」昭53 岩手県教育委員会p．93．  
21）岩手大学教育学部研究年報（1977）第5部pp．50－51．  
22J「学校一覧」昭53 岩手県教育委員会  

23J高等学校学習指導要領 昭和53年8月30日 文部省p．76．   
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表ⅠⅠ－11家庭科教員の年齢構成の推移  

144 1（100）  

（本務教員）  

20  26  31  36  41  46  51  

35  40  45  50  
歳  歳  歳  歳  

図ⅠⅠ－1家庭科教員の年齢構成の推移   

で占められており，教諭以外に助教諭，講師の数もかなり多く，年齢別では20歳から25歳が  

亜％と集中しているのが特徴である。専門学校卒業年齢は19歳～20歳。短大卒業年齢は20  

歳が多いことから戦後集中して若手卒業生が採用されたことによる若年構成となっている。46  

歳から50歳はわずかに4％で51歳以上はひとりもいない。昭和28年慶から約20年を経過  

した昭和47年度は41歳から45歳が23％を占めて最も高い率となっているが，昭和28年度  

の20歳から25歳代の教員構成の43％と比べてみると20年を経過した後の23％は低く，途  

中退職その他の移動があったことがうかがわれる。次いで20歳から25歳が18％と高く，次   
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表ⅠⅠ－12 ′ト中・高校教員平均年齢  

（354）  

教育情報No．409岩手県教育員会務局総務課 昭51．1．30発行  （公立）   

いで46歳から50歳が13％と高い率を示している。昭和53年慶ほ56歳から60歳の4％を除  

けば，ほぼ年齢構成は均衡が保たれている。懐Ⅰト12）は小・中・高校教員の平均年齢を示し  

たものであるが，小・中に比べて高校は男女とも年齢が若い。   

（付 記）  

生徒数，教員数の基礎数ほ末尾参考文献，家庭科教員数ほ「高等学校家庭科教育協会」名簿，  

「高等学校家庭部会」名簿，「学事関係職員録」（岩手教育会館刊）をもとにしてまとめた。従っ  

て家庭科教員名滞に掲載されていても本務教員でない場合には数字から除いた。  

ⅠⅠⅠ．現 職 教 育   

1．現職教育に関する組織と機関   

県教育委員会でほ新カリキュラムに基づく教育課程研究協議会を昭和23年から25年にかけ  

て全県下の教員に対して1／3ずつ3年計画で開催実施した。新体制への適応の試みはこれをも  

って囁矢とする。以下当時の研究会等についての概略を述べる。   

（1）岩手県高等学校家庭科教育協会   

この組織は昭和25年11月19日から22日の3日間にわたって開催された高等学校家庭科研  

究集会（蓑ⅠⅠト1参照）の際に発会している。全くの自主的研究団体としての性格をもって家庭  

科担当教員の現職教育推進の中心的役割を果した。発足当時は免許状切替えや教員確保に伴い  

単位取得を希望する教員が多かったため表ⅠⅠト1に示すように年1回は岩手大学の公開講座と  

して会員の要望にこたえている。   

その後昭和39年に岩手県高等学校教育研究会の中に「家庭部会」として編入され，一つの  

団体（県の協会）に所属するものが全国家庭科教育協会（略称Z・K・K）にも一部加入しており，  

新たに結成された県高校研究会の家庭部会の会員でもあるという二重籍を持つことになった。  

これほ文部省が教育研究会に対して補助金交付を行うことになったことに基づいて県下に設立  

している各教科ごとの研究会を一本化したものである。この会には高校の教員全員が入会し，  

年2回の研修会，講演会等を行って教育についての共通理解とか教育理念の徹底と研究協議を  

行って全教員の資質向上と共に意欲の高揚をはかった。   

（2）産業教育振興法に基づく現職教育   

ア 内地留学生の派遣一昭和28年度から産振法に基づく内地留学生の派遣が実施され高校  

家庭科関係者としては，当時久慈高校在職の加藤節子教諭が東北大学に留学している。   



表ⅠⅠト1講習会・研究協議会（県段階）  

年度l 名  称  催】 講  師 l  開催地・対象・その他  

①水沢・一関（釘福岡・盛岡 ⑨花巻・釜石・宮古の3地区  
全職員の1／3を対象にする  

御法川   敵  
地 野 の ぶ  23～25l新制高等雪警警謂戸会  

県 教 委l県教委指導部及び教育研究所員  241中等教育研究集会  杜陵高校 中・高113名（内高校56名）  

阻澤高校家庭科担当教員32各 分科会①H．P（ホームプロ  

ジェクり ㊥H．C（学校家庭クラブ）（釘食物（初住居  

子）岩手大学（鷹  県教委・岩手大  
学   営テル，安倍キミ）県教科指導員  

（清水 房）  

高等学校家庭科研究集会  

同  上l文部省（山本キク）岩手大学・県教委l福岡高校 家庭科担当教員49名  261 同  上  （
韓
の
輝
）
璽
慧
胃
痙
攣
漂
茶
諦
嘩
ご
孟
夏
野
蒜
 
 

杜陵高校‡去表雷鳥蒜蒜表題点  県  教  委  高等学校家庭科研究協議会  

盛岡農業高校 被服構成学その他  中央講師2名 地方講師2名  
県教委指導主事  

県教委・協 会  
〝  

家庭科教育講習会  
同 上 伝 講  

二必要な理論と実習  
盛岡高圭芸  
花巻南高校  

県教委協会  家庭科教育講習会  

同 上 伝 講  

杜陵高校 7地区から各代表1名  

普通課程をおく高等学校長37名 於西鉛   

全県高校家庭科担当教員 黒南  

定時制  〝  〝  川尻分校  

家庭課程をおく高校長並びに家庭科担当教員24名 於水沢農  

①高等学校家庭科地区代表者会議  

⑳高等学校における女子職業教育振興協  議会  
㊥高等学校家庭科研究協議会  

④定時制家庭科研究協議会  

①高等学校家庭課程運営協議会  

余
香
 
会
会
委
 
 

協
 
 
 
協
協
 
 

・
教
 
・
・
教
 
 

委
 
 
 
委
委
 
 

敦
 
 
 
教
数
 
県
県
 
県
県
県
 
 

教即4名「被服経営」  労働科学研究所 桐原裸要  
化学織維協会  和田憲夫  

県教委・協 会  

）県 教 委  

家庭科講習会  

家庭科技術検定研究会  
35  

花巻農業高校，県下高校教員63名  

「食物と経済」  

沿 岸  釜石高等，家庭科 20名  

北部・中部 杜陵高校  〝  33名  

南 部  一関一高  〝  20名   

会Ir栄養大学教授  上田アサ  36‡家庭科実験・実習講習会  
産業教育振興会長 雫石隆孝  
盛岡市立高校教諭 菊地栄子  
指導主事  清水 房  

指導主事  清水 房  

同  上  清水 房  

同  上  清水 房  

県教委・協 会  昭和37年慶岩手県地区高等学校教育課程  
研究協議会  

沿岸地区  

北部・中部地区  

南部地区  

37  

註）1．県教委は岩手県教育委員会  2．協会は岩手県高等学校家庭科教育協会  



表ⅠⅠⅠ－2 産業教育関係（家庭科）現職教育の一覧  

燦
双
・
巾
観
 
磯
H
・
他
 
者
粧
 
 

39】保  育（  

盛岡第四高校  
県教育委員会  ‾∴  

二 ∴二二；∴∴ 40l家庭科教育法（l蓋需要竺高校  

花巻農業高校  
墨奉南高校  
平館高校  
一関第二高校  

竺Il雇主～誓＝去矧栗努完誓紛析  
41l家庭科教育法  

㌃1住  居   

ライオン油脂K．K．J被服整理l専大北上高校  

味の素K．K．   】食   物1教育セン  （2）ll7／31－8／41住  居  蛇の目ミシンK．K．】被   服‡水沢農業高校  

画
司
 
科
 
 

宮古商業高校  
一閃農業高校  味の素K・K・ 】食 物】禁裏違蒜孟蒜  棋

抗
 
 

庭
 
 

7／30～8／31保  育  

花巻農業高校   
江刺高校  

活
 
 
 

7／22～7／261視聴覚教材  ライオン油脂K．K．1被   服l平館高校  

久慈農林高校  
岩谷堂農林高校  
教育センター  

（3）   

l  

視聴覚教材  l   20名  
蛇の目ミシンK．K．  
味の素K．K．  

被   服  
食   物  

紫波高校  
広田水産高校  

451「家庭一般」被・食  7／21－7／25  

46い家庭科教育法L 廼  

471保  育l一関第二高校  
＼ ＼」＼＼」  7／19～7／221消費者教育  （不参加）  

7／24～7／281被  服  伊勢丹食品  】食   物  岩谷堂農林高校  

註（1）は文部省主催に県から派遣した。  注（2）は県単事業として行った。  注（3）は産業教育振興会の事業として実施した。   
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イ 産業教育指導者養成講座一昭和31年度から全国的規模で実施された事業で本県からは，  

揖導主事や家庭科担当教員の代表が参加し6日間にわたって専門的分野の研修を受け帰校後ほ  

県段階の講師となって，必ず伝達講習を行い一般への普及徹底を図った（表ⅠⅠト2（1））。   

り 実験実習講座一昭和38年度から学年進行をもって実施されている高等学校教育課程の  

効果的な指導と，技術革新に即応した近代的な教育を行うため県教委主催による産業教育関係  

教員の現職教育として実施され，家庭科関係の講座は昭和39年虔から行われた（表ⅠⅠト2（2））。   

（3）全国高等学校長協会家庭部全   

校長協会の事業の一つとして，家庭科教育に含まれる技術（主として被服・食物に関するものが中  

心）を社会的な職業資格として認めさせる意図で昭和35年度から全国的規模で実施されるよう  

になったのが，全国高等学校家庭科技術検定である。この事業に伴う実施方法や評価の方法に  

ついて中央研修会が行われ県の評価委員被服と食物から各2名が参加して研修し，帰校後全県  

対象の伝達講習を開いて主旨の徹底を図った。当初は家政科・生活科の教員が多く参加したが  

逐次普通科にも波及し3級，4級実施のため研修が行われた。   

（4）岩手県立教育センターの設立の背景   

終戦後の日本国内事情が変動してゆくにつれて教育内容も次第に改訂せざるを得ない状態に  

迫られてきた。終戦直後のアメリカ直輸入のカリキュラムは次第に日本の国内の実態に調和し  

にくい面が現われるようになってきた。週休2日制とか，サマr・タイム実施とか，体験学習  

等々‥・実施はしてみたが長つづきする管もなく，カリキュラムの改訂ほしばしば行われた。   

付設中学から新制高校へ（昭和22年～23年）一般家庭7・7時代（昭和24年～26年）さらに昭  

和26年の改訂を経て昭和31年度から「家庭一般」4単位の時代へと改訂を重ねていった。こ  

のように絶えず変転してゆく中で，1957年（昭和32年）10月4日ソビエトによるスプートニク  

第一号打揚げの成功は世界を震憾させた。これを機にして世界の主要国は一斉に教育課程の検  

討，改訂を加えたと言われる。日本では1960年（昭和35年）池田勇人内閣成立と共に，国民所  

得培増計画を決定し，産業構造の枠組が農業から工業へと移行しつつ，工業を軸として大きく  

回転しはじめていった。産業構造の変貌ほ社会感覚に鋭敏な産業教育に影響しない讐がない。  

果せるかな昭和37年度からは中学校の「職業・家庭」が「技術・家庭」と名称ほじめ教育内  

容が今までとは別の発想によって大きく改訂され変っていったのである。要約するならば，農  

業的風土に基礎を据えたこの教科が，工業的な国内産業の基礎としての工業的な技術教育を意  

図したものに変化しはじめたのである。最近の日本の工業生産の目ざましい発展の素地はこの  

頃から培かわれはじめたと言ってよい。このような社会的背景があって，職業科や家庭科教員  

の現職教育の必要性がとみに高まり，技術教育や科学教育推進のセンター的役割を果たす機関  

の設立へと拍車をかけることになったと思われる。  

2．昭和38年度以降の現職教育   

（1）岩手県高等学校教育課程研究集会（家庭科）   

昭和38年の新指導要領による教育課程研究集会実施は現場の研究体制を正常に推進するた  

めに実にタイムリ【であった。   

敗戦の責任追求は文部省の指示する教育内容に対する厳しい批判となって，現場の教師から  

文部省不信の声がおき，教員組合主催の教育研究集会が盛んに行われた。その中で家庭科教育  

は掛こ活発に行われ，岩手県の小・中学校の研究の積み重ねほ中央の家庭部会においても注目   
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を浴びるほど質の高いものであったようである。筆者ほ高等学校在職中にオブザーバーとして  

傍聴する機会を得たことがあるが，その中で感得した点は次のような考え方ではなかったかと  

思う。「家庭科教育は労働力の再生産の場として認識させる。認識を育てる手だてとして何を  

教材にえらび，それを通して何を識るように指導したらよいか。日常の生活の中から矛盾を  

発見させ，その矛盾の解決方法について考えさせる。」という風に要約できるのではなかっ  

たかと思う。これは中央（東京会場）の研究集会の発言にとどまらず岩手県の小・中学校の教師  

達の間に浸透してゆくが，末端までゆくと今までの家庭科教育の内容の攻撃で終止し，矛盾発  

見はかりがこの教育目的のように思いこんでしまう傾向を持つようになってきた。中には小学  

校の家庭科教材の「ごほんづくり」はもう家庭で母親が毎日やってるから学校でする必要がな  

い，とか「み．そ汁のつくり方」でほ味噌を食品成分表でみると蛋白質などほんの少ししか含有  

してないから教える価値がない。」等々，論議が果てしなくつづく。又一方でほ教科論からの  

発想で「学校の教科は原理原則を認識させるものでなければならぬ。具体的な『ごほんの炊き  

方』を教えるよりも，もっと抽象化して『澱粉の糊化現象』を観察理解させるだけでよい』な  

どとェスカレ【トしてくる。こうなるとこれは理科でもやるから等家庭科教育不要論まで出て  

きて，日教組のカリキュラム自主編成をかくれ蓑にして県教委の指導を拒否し，その実は何も  

研究をしない傾向の出てくるのにほ驚ろかされていた。こういう…研究思想が蔓延してほ大変  

だと心配した頃文部省主催の教育課程研究集会が昭和38年に発足したのである。   

文部省から示めされた全国共通問題叫 と県独自の研究問題について県では研究の手引書を  

作成，配布して，各地区，学校単位で研究するように体制固めをして研究に取り組んだ。   

全国共通テーマは「家庭一般」の内容についての研究で，改訂された教育内容の一番重要な  

問題としては，今までの衣・食・住，ではなくて，衣生活の経営，食生活の経営，住生活の経  

営など経営の立場から総合的に指導する趣旨のもとに設定された課題であった。家庭科の科目  

として一番最初に履修する基礎として普通科，家政科，生活科等どの学科でも共通に理解した  

そのうえで衣・食・住・保育を課するという新しい発想に基づくものであった。以下岩手県独  

自の研究テーマをまとめると次の如くになる。  

高等学校教育課程研究問題25）（岩手県）   

38年度－39年度「家庭一般」において食生活の経営と衣生活の経営の実習教材を理論と密接な関連を  

もたせて指導するにはどのように指導すればよいか   

40年度「家庭一般」の学習を効果的にするためには，各領域の内容を家庭経営の立場でどのように位  

置づけ，どのように指導すればよいか   

41年度「被服IJ「被服ⅠIJ「食物IJ「食物ⅠIJ「保育」および「家庭経営」の指導を効果的にするに  

はどのような内容をどのように指導すればよいか   

42年度「家庭一般」におけるホームプロジェクトの指導をどのようにしたらよいか   

43年度「食物I」の効果的な指導はどのようにすればよいか  

全国発表 釜石北高等学校   

44年度「家庭一般」における指導効果を高めるために視聴覚教材をどのように活用したらよいか  

全国発表 千厩高校   

45年度～46年度「家庭一般」における指導計画の改善と効果的な指導の方法はどのようにしたらよい  

か  

24）家庭部会が中心になって作成。  

25）「岩手県産業教育90年史」p．65．   
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47年度「家庭一般」における指導を家庭経営の立場からとらえ，生活の実践に結びついた効果的な指  

導法を研究する   

48年度 改訂きれた家庭の目標を達成するためには教育課程の編成や各科目の指導計画の作成 学習  

指導のあり方などどのようにしたらよいか   

49年度「保育」に関する指導はどのような内容をどのように指導すればよいか   

50年度 食物に関する指導はどのような内容をどのように指導すればよいか  

（2）岩手県立教育センターの設立及び現職教育   

発想の初めは中学校「技術・家庭」教育の場の必要ということで発足した。当時の産業教育  

審議会委員が県議会に熱心に働きかけをし教育長も又熱心に支持して下さり，全国で最初の設  

立の運びとなったことほ県としてひそかな誇りであった。文中学校の現場の教員代表が集って  

表ⅠⅠⅠ一3 高等学校家庭科実技研修講座  

〔一 般 研 修〕（1）  於 教育センター   
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【一 般 研 修〕（2）  

（360）  

日・人数I  A 食 物 コ ー ス  B 被 服 コ ー  ス  

●家庭経済に関する講演  ト「家庭一般」の衣生活経営の取扱いについて  Aコース  

7月2日  
～  

7月5日   

Bコース  

7月23日   
？  

7月26日   

Aコース   
12名  

Bコース   
12名  

昭
 
和
 
四
 
十
 
四
 
年
 
度
 
 

●「家庭一般」の食物経営の取扱いについて  

・調味の基本についての実験  

●蛋白質源食品に関する実験  

・食品の含有色素に関する実験  

・炭水化物源食品に関する実験  

・塩の浸透による野菜の放水実験  

・被服材料とその性能について  

・被服管理の諸問題   

洗剤  洗浄  仕上げ  その他  

・食品の水素イオン指数の測定  

・揚げものに関する実験  

●被服構成の基本   

採寸 型紙補正と仮縫  

・被服製作  

ブラウス  スカー1  

・「家庭一般」に関する諸問題について l・住宅の計画  

・家庭経済に関する講演  王・衣生活経営の指導について  Aコー・ス   

7月12日  
～  

7月15日  

・「家庭一般」の食生活経営の取扱いについて  

・蛋白質源食品に関する実験  

・食品の含有色素忙関する実験  

・調理によるビタミンCの変化の測定  

・でんぷんのα化虔の測定  

・食品の水素イオン指数の測定  

●被服材料について  

・被服材料に関する諸実験   

溶解  燃焼  皇色等の試験   

織物の糸密度  剛軟度 摩耗   

強度等の測定  

昭
 
和
 
四
 
十
 
五
 
年
 
虔
 
 

ス
 
日
 
日
 
 

1
 
5
 

～
 

コ
 
月
 
月
 
 

B
 
8
 
8
 
 

・食品衛生に関する諸問題  

・食品の添加色素の検出  

・防腐剤・漂白剤の検出  

●住居に関する諸問題  

・建築材料について  

・被服構成の基本  

採寸  型紙の補正  仮縫い  

・製作実習  

ブラウス  スカー1の部分縫い  

・家庭科の諸問題について  

●教育懇談  

・住居に関する諸問題  

・教育懇談  

記  録  不  明  

・生活設計について  1生活設計について  Aコー・ス   

8月30日   
？  

9月2日   

Bコー・ス   

7月26日   
J  

7月29日   

Aコース   
11生  

Bコ←・ス  

昭
 
和
 
四
 
十
 
七
 
年
 
度
 
 

・油脂の化学について  

●油脂の変敗度の測定  

酸化価  過酸化物価など  

・ビタミンCの定量実験  

・食品添加物の検出   

（薄層グロマナグラフィ一による）  

・食品の鑑別実験   

魚 牛乳の鮮度 砂糖 食酢 その他  

●色彩の基本について  

・グロッキーとスタイル画の書き方その演習  

・織物組織について  

・織物の物性に関する実験  

引張り強度試験  引裂き試験  

摩粍強度  ビリング他  

・小・中・高一貫性のある食物学習について  ・織物の物性に関する実験のまとめ  

・職場倫理  u名 事・教育原理  

・生活設計について  

・食物学習について  
・現代の衣生活を考える  

●でんぷんの顕微鏡標本の作り方  ・色彩の基本について   
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年度I日・人数I  A 食 物 コ ー ス  B 被 服 コ ー ス   



82  清水 房・工藤 澄子・大森 輝  

〔一 般 研 修〕（4）  

（362）  

年度蓼 日・人数I  A 食 物 コ ー  ス  I  B 被 服 コ ■  ス  

〔公 開 講 座〕  

昭和51年度より実施  
〔教職経験者研修講座〕  

昭和52年度より実施  

年度一日・人数1  年度】日・人数【内  内  容  

8月10日い食品の調敷こよる色の変化につ   ・教育課程の編成と展開  

・学習指導の原理と方法  

・教育評価の理論と方法  

・被服に関する教材研究（実験・実習）  

・食物に関する教材研究（実験・実習）  

・学習指導案作成及び評価問題作成  

●作成した学習指導案・評価問題の研   

究協議  

●教育相談の進め方  

昭
和
五
十
一
年
度
 
 

？  

8月11日  

7名   

いての実験  

・食品中のビタミンCに関する実   

験  

・日常食晶の鑑別  

・食品添加物の検出  

昭
和
五
十
二
年
度
 
 

1名  

・教育課程の編成と展開  

・教育評価の理論と方法  

・学習意欲と評価について  

・教育調査のしかたと処理について  

・食品の調理に関する実験  

・被服材料・縫製に関する実験  

・高等学校家庭科の指導について  

・生徒指導  

昭
和
五
十
三
年
度
 
 

日
 
 

［
口
 
 

5
 
 

9
 
 

月
 
 

月
 
 

9
 
 

9
 
 

（教職6年目の教員を対象）   
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熱心に具体的な準備計酎こあたり高校側からも家庭科室の設立に関して1名が参画した。とこ  

ろが実際に設計図が出来上ったのをみると家庭科研究室は皆無であった。せめて被服・食物の  

二部屋ほあるだろうと信じて疑わなかったにもかかわらず男子向きの研究室・準備室のみであ  

ったのでここで黙っていてほ永久に家庭科研究室ほ獲得できなくなるかも知れないと思いその  

旨を述べて現在の40坪程の部屋は理想像からははるかに遠いけれどもこのような経緯で誕生  

した。備品等については大学の設備，衣類整理等ほライオン油脂家庭科学研究所等の設備を参  

考に計画した。現職教育については多方面にわたって行われたが高校家庭科教育のみ記す（表  

ⅠⅠト3）。  

お ぁ り に  

今回の3つの視点ほ，いわば教科教育推進の原動力的事項で，中でも人的間趨ほその量と質  

両面について充実発展が望まれるところである。また，実験実習が生命である教科にとってほ，  

施設設備が教科内容を規制する重要な意味を持っている。 この小論が，それ等の史的実態をい  

くらかでも明らかにし，今後の進展に役立つことを念願するものである。   

執筆の段階でほ施設設備を清水が，担当教員を大森が，現職教育を工藤がそれぞれ分担した  

が，不充分な点が多々あることと思うので関係各位からの御批正をお願いしたい。また，資料  

提供についで快く御協力いたゞいた岩手県教育委員会事務局関係者，岩手県教職員組合関係者，  

家庭科担当の現旧職員各位に心から感謝の意を捧げかく聾する。   

次報は，学校家庭クラブと技術検定の変遷について考察を進める予定である。  

参 考 文 献   

産業教育施設設備便覧 文部省職業教育課監修 社団法人雇用問題研究会 昭和53年9月発行．  

高等学校における産業教育実習施設・設備の基準仲央産業教育審議会答申）およぴその解説 文部   

省初等中等教育局職業教育調監修 昭和39年3月25日．  

教育年報  岩手県教育委員会刊  
学校一覧  岩手県教育委員会刊  
岩手県学事関係職員録 岩手県教育会館発行  
産業教育（月刊誌）第25巻・第1号  

岩手大学教育学部研究年報 第37巻（1977）  

岩手大学教育学部研究年報 第38巻（1978）   




